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紫
式
部
集
所
載
歌

の
詠
作
年
代

に

つ
い
て

中

島

あ
や
子

紫

式

部

の
手

に
成

っ
た
作

品

は
、
周

知

の
よ
う

に
源

氏
物

語
、

紫
式

部

日
記
、

紫
式

部
集

の
三

が
あ

る

が
、
従

来
前

の
二

の
研
究
密

度

に

ひ
き
く

ら

べ
、

式
部

の
伝

記

に
最

も
関

わ
る

と
思

わ
れ

る
家
集

に

つ
い
て
、

そ

の

方
法

の
困
難

さ

の
た

め
、
あ

ま

り
詳

し

い
考

察

が
為

さ
れ

て

い
な
か

っ
た

よ

う

で
あ

る

が
、
与

謝
野

晶
子

氏

「紫

式

部
新

考
」

(

)
、

河
岡
新

兵
衛

氏

「
紫

式
部

の
人

と
し

て

の
生
活

」
(

)

、

更

に
宮

部

清
氏

「
紫

式
部

集

に
就

い
て
」

と

に
関

す

る

研
究

が
公

に

さ
れ

、
最
近

で

は
、
岡

一
男
、
角

田
文

衛

両
氏
、

今
井

源
衛
先

生

、
竹

内
美

千
代

、
南

波
浩

、
清

水
好

子
諸

氏

に
よ

っ
て
次

々
と

研
究
業

績

が
発

表

さ
れ

、
現
在

で

は
か
な

り

の
段
階

に
ま

で
研
究

が
進

ん

で
き

て

い
る
。

拙
稿

は
、

こ
れ

ら

の
先

学

の
教

え

に
従

い

つ
つ
、
家
集

に
今

一
度

筆
者

な
り

の
検

討
を

試

み
た

も

の
で
あ

り
、

具
体
的

に
は
、
家

集
中

、
従

来

の

研
究

で
詠

作
年

代
未

詳

又
は
諸

説
分

か

れ
る
歌

を
採

り
挙

げ

、
そ

の
前
後

歌

と

の
関

わ

り
、

及
び

源
氏
物

語
歌

と

の
類
似

関
係

を
基

と

し

て
、

い
く

『
太

陽
』

昭
和

三
年

一

・
二
月

、

『
国
語

国

』

'
昭
和
十

一
年
九

月

『国
語
と
国
文
学
』

昭
和
四
年
十
月

卜

㌧

'

,
,

㌧

'

ら

か

の
解
決

を
与

え

て
み

た

い
と
考

え

る
。
尚

、
本

稿
執

筆

に
当

っ
て
、

一
、

家
集

は

一
類
本

中

の
善
本

実
践

女
子

大
本

を
底
本

と
し
、
校

異

は

二
類
本

の
陽

明
文

庫
本

に
よ

っ
た
。
(
両
本

と

も

に

『
私
家

集

大
成

』

中
古

I

の
本
文

に
よ

る

)

二

、

三

、

実
践

女
子

大
本

に

み
え
な

い
陽

明
文

庫
本

の
歌

は
後

に

一
節

を

設

け

て
、
そ

の
詠

歌
年

代
を

検
討

し
た
。

源
氏

物
語

、
紫

式
部

日
記

の
両
本

文

は

日
本

古

典
文

学
大
系

に
よ

っ
た
。

二

そ

こ
で

最
初

に
従

来

の
諸
説

を
整

理
し

て

、
家
集

一
二
六
首

の
詠

作

年

代
を

表

に
し

、
そ

の
明
不

明
を

示
す

と
次

の
よ
う

に
な
る
。

(
丁
印

は

贈

答
歌

、
組

歌
を

し

る
す

)

業
印

を
付

し

た
も

の
が
従

来
、

詠
作

年
代

未

詳

又

は
諸
説

分

か
れ

る
歌

で
、

(

)
内

の
年

代
は
第

三
節

で
検
討

し
た
結

果

で
あ

る
。

尚
、

詠
作

の
月

日
、

季

に

つ
い
て

は
、
詞
書

、

歌
趣

、
及

び

紫

式
部

日
記

、
記

録
類

の
裏

付
け

に
よ

り
明

ら

か
な
も

の
の
み
を

記
し

、

そ
れ

以
外

は
詠
作

年

に
止

め
た
。
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「



長

徳

元
年

七
月

十

日

長
徳

元

年
九
月

晦

日

(
寛

弘
四

年
春

)

長
徳

元

年
七

、

長
徳

元

年
秋

長
徳

元

年
秋

長
徳

二

年
夏

長
徳

二
年
秋

長
徳

二

年

賑
鮪
毒

春

長
徳

二
年

長
徳
二
年

長
徳
二
年
夏

長
徳
二
年

長
徳
二
年

長
徳

二
年
冬

長
徳
二
年
冬

長
徳
三
年
春

長
徳
三
年

長
徳
三
年

長
徳
三
年

八
月

Y
長

徳

元
年
十

一
月

長
徳

二

年

三
月
朔

日

長

保

元
年

正
月

十

日

長

保
元

年
三

月

長

保
元

年
四

月

長

保

元
年
秋

長

保
四

年
春

長

保
四

年
春

長

保
四

年
春

(
長
保

元
年

、

二
年

)

(
未
詳

、
寛

弘
五

年
以

前

)

(
同

右

)

長

保

四
年

長

保
三

年
秋

冬

長
保

四

年
春

長
保

四
年
七

、
八

月

長

保

四
年

長

保

四
年

寛

弘
三

年
十

二
月

廿
九

日

寛

弘
四

年
春

寛

弘
四

年

正
月
十

日

寛

弘

四
年

三
月

寛

弘
四

年

寛

弘
四

年
五

月
五

日

寛

弘
五
年

五
月

五

日

寛

弘
五
年

五
月

五

日

寛

弘
五
年

五
月

六

日

寛

弘
五
年

五
月

六

日

寛

弘
五
年

四
月

七
、

八

日

寛

弘
五
年

五
月

寛
弘

五
年

七
月

(
長
保

二

年
夏

)

(
同

右

)

長
徳

三
年

秋
冬

長
徳

三
年

秋
冬

長
億

三
年

秋
冬

長
徳

四
年

夏

長

徳

四
年

冬

寛

弘
五

年
九

月

十
五

日

寛
弘

五
年

九
月

十
六

日

寛

弘
五

年
十

一
月

一
日

藩

三
慧

匙

日
)

長

保

二
年
秋

(
長
保

二

年
六
月

)

(
長
保

二
年

九
月
晦

日

)

(
長

保

二

年

秋

冬

)

寛

弘

五

年

十

一
月

廿

二

日

(
寛

弘

五

年

春

)

(
同

右

)

(
寛

弘

五

年

四

月

)

寛

弘

四

年

四

月

十

九

日

(
寛

弘

五

年

正

月

三

日

)

(
寛

弘

六

年

十

一
月

〉

長

保

二

年

七

月

一
日

長

保

二

年

七

月

七

日

長

保

二

年

長

保

二

年

秋

寛

弘

五

年

九

月

九

日

寛

弘

五

年

十

月

寛

弘

五

年

十

一
月

寛

弘

五

年

秋

長

和

二

年

七

月

廿

七

日

長

和

二

年

冬

長

和

二

年
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三

以

下
、

右
表

に
挙

げ

た
詠
作

年
代
未

詳

歌

に
順
次
検

討
を

加

え

て

い
く

こ
と
と
す

る
。

イ

一
、

さ
う

の

こ
と

し
は

し
と

か

ひ
た
り
け

る

人
、
ま

い
り

て
御

て

よ

り
え

む
と
あ

る

返
事

に

(
3

)
つ
ゆ

し
け

き
よ
も

き

か
中

の
む

し

の
ね
を

お
ほ
ろ

け

に
て
や

人

の
た

つ
ね

ん

詠
作

年
代

に
問
題

の
あ

る
歌

で
、

そ

の
間

の
事

情

は
南

波
浩

氏

の

「
千

載

集
紫

式
部

歌

の
詞
書

を

め
ぐ

る
問
題

」

)

に
詳

し

い

が
、

(
1

)
～

(
12

)

の
長

徳
元

年
詠

歌

の

一
部

と
し

て
、

そ

の
年

の
秋

の
詠

と
す

る
岡
説

に
、今

井
先

生

が

こ

の
歌

を
収

め
る

千
載

集

の
詞
書

「
上

東

門
院

に
侍

り
け

る
を

さ

と
に
出

で
た

り
け

る

こ
ろ
女
房

の
せ
う

そ

こ
の

つ
い
で
に
箏

つ
た

へ
に
ま
う

で
む

と

い
ひ

て
侍

り
け

れ

ば
遣

は
し
け

る
」

を
資

料

に
、
宮

仕

以
後

の
作

か
と

の
疑

問
を
提

出

さ
れ
、

年
代

順
を

超
え

た

配
列

の
理

由
を

、

(
2

)
の
歌

の

「虫

の
音

」

に
よ

る
類
纂

に
求

め

て

お

ら
れ

る
。

こ

の
千
載
集

の
詞
書

を

挙

げ

て
紫

家
七

論

が

「
此

箏

の
伝
授

に

て
も

、
其
楽

才

お
し

は
か

る

べ
し

」

と
し

て

い
る

こ
と
は
諸
氏

の
引
か

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、

式
部

の
琴

の
才

に

つ
い
て
は
、

日
記

の
寛

弘
六

年

の

い
わ
ゆ

る
消
息

文
中

の
記

述

「
風

の
涼
し

き
夕
暮

、
聞

き
よ

か

ら
ぬ

ひ

と
り
琴

を

か
き
鳴

ら
し

て

は
、
な

げ
き

く

は
は
る

と
聞

き
知

る
人

や
あ

ら

む
と
、

ゆ

ゆ
し
く

な

ど
お

ぼ
え
侍

る

こ
そ
、

を

こ
に
も
あ

は

れ
に
も

侍

り
け

れ
」

と

の
述
懐
中

の
何
気

な

い
描
出

や
、
作

者

の
投
影

の
大

と
さ

れ

る

明
石
上

が
箏

の
琴

の
名
手

で
あ

っ
た

こ
と

で
も

知
り

得

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

が
、
物

語

の
明

石
上

が
父

入
道

よ
り
箏

の
琴

の
弾

じ
方

を
教

え
ら

れ

、
「国
語
と
国
文
学
」

'昭
和
四
十
二
年
六
月

た
如
く

、
式

部

が
父
為

時

か
ら
幼

少
よ

り
学

ん

だ
と

し

て
も
、
長

徳

元
年

の
作
者

の
年

令
は

、

岡
氏
説

二
十

四
才

、
今

井
先

生
説

二
十

七
才

と
な

り
、

い
つ
れ

に
し

て
も

若
年

で
あ

り
、

又
当
時

の
受
領

階
級

と

は

い
え

貴
族

の

息

の

か
か

っ
た
家

の
子

女

の
奥

住

み

の
生
活

状
況

か
ら

推
す

に
、
箏

の
琴

の
名

手

と

の
世
評

を
耳

に
し

て
教

え
を
請
う

人

の
あ

っ
た

こ
と
は

如
何

で

あ

ろ
う

か
。

む
し

ろ
、

出
仕

以
後

そ

の
才

を
式

部

に
見

た
同
僚

女

房

が
、

式
部

の
里
居

の
間

に
訪

れ

て
教
授
を

賜

わ
り

た

い
と
消
息

し

た
と
す

る
千

載
集

詞
書

の
方

が
自

然

で
は
な

い
か
。

具
体

的

な
詠
歌

年
代

は
決

定
し

難

い
が

、
次

の
事

実

に
よ
り

、

(
57
)

「
と
ち

た
り
し

」

ー

(
61
)

「
つ
れ

/
＼

と
」

と
初

出

仕

の
翌

寛

弘
四
年

春
、

か
な

り
長

期
間
宿

下

り
を

し

て

い
た
頃

と
し

て
よ

い
か

と
考

え
る
。

即
ち

、
横

笛
巻

に
、

つ
ゆ

し
げ

き

む
ぐ
ら

の
宿

に

い
に
し

へ
の
秋

に
か

は
ら

ぬ
贔

の

こ
ゑ

か
な

の
歌

が
あ

る
。
主

人
柏

木
を

失

っ
て
さ
び

れ
た

一
条

邸

で
昔

に
変

ら

ぬ
横

笛

の
音
を

偲

ぷ
御

息
所

の
詠

で
あ

る

が
、
右

の
歌

集

の
歌

と

の
類

似

が
注

目

さ

れ
、
家

集

が
先

で
物
語

の
歌

が
後

で
あ

る

こ
と

も
明
ら

か

で
あ

る
。

用
語
上

、
「
つ
ゆ

し
け
き

よ
も

き

か
中

」
「虫

の
ね
」

が

ほ
ぼ
そ

の
ま

ま

「
露

し

げ

き
む
ぐ

ら

の
宿

」
「
轟

の

こ
ゑ

」

に
活

か

さ

れ
て

お
り
、

わ

び
し

い
蓬

屋

と

の
発
想

は

両
者

に
共
通
す

る
。

こ
れ
よ

り
、

家
集

の
歌

も
ま

た
夫

を

失

っ
た
蓬

屋

で

の
わ

び
し

い
寡

婦
生

活

で

の
詠
作

と

み
る

の
に
有
利

な
材

料

と
考

え
ら

れ

る
。

日
記

に
み
え

る
寛

弘
五

年
十

一
月

、
中
宮

還
御

ま
ち

か

の
献
號

模

な
冊

子
作

り
が
源

氏
物

語

の
幻
巻

ま

で

の
清
書

で
あ

る
と
す

れ

ば
、

こ
の
歌
が
初

出

仕

の
翌

寛

弘
四
年

の
詠

で
あ

り

、
そ

れ
を

下
敷
き

と

し

て
そ
れ

よ
り
程

経

ぬ
時

期

に
横
笛

巻
中

の
か

の
歌

が
成

っ
た

と
推
察

う3一



し
得

る

の
で
あ

る
。

こ
こ

で
、
初

出
仕
時

の
詠

(
56

)

「
身

の
う

さ
は
」

以
前

に
位

置
す

る

関

係
上

、

少
し

く
触

れ

て
お
き

た

い
も

の
に
、

(
必

)
ー

(
47
)

の
歌

絵

と

い
う

題

下

に
類
纂

さ
れ

た
四
首

が
あ

る
。
先

づ
、

(
磁

)

「
な

き

人
に
」

へ
45
)

「
こ
と
は

り
や
」

の
贈
答

歌

は
、
相

手
を

宣
孝

と
す

る
清

水
好

子

氏

の
説

に
従

い
、

よ

っ
て
宣

孝

と

の
結

婚
期

間
中

の
長

保

元
年

、
二
年

の

詠

と
し

て
よ

い
と

考
え

る
。

(40

)

「
く
も

の
う

へ
」

(
41

)

「
な

に

か

こ
の
」

及

び

(
42

)

「
ゆ

ふ
き
り

に
」

(
43

)

「
ち

る
は

な
を
」

と
宣

孝

の
死

を
内

容

と
し

た
贈
答

の
後
、

そ

の
連
想

下

に
生
前

の
夫

と

の
、
歌

絵

を
見

て

の
贈
答

を

配
し

、
更

に
歌

絵

の
題
下

に
、

そ

れ
以
後

(
46

)

(
47

)

と
続

け

た
も

の
と
解

さ

れ

る
。

次

に
、
そ

の

(
46

)

(
47

)

の
二
首

を
検

討
す

る

が
、
先

づ

、

ゑ

に
、

む

め

の
花

見

る
と

て
、
女

つ
ま

と
を

し
あ

け

て
二
三

人
ゐ

た
る

に
、

い
と

さ
た
す

き

た
る
お

も

と

の
、

つ
ら

つ
ゑ

つ
い
て
な

か
め

た
る

か
た
あ

る

と

こ
ろ

(
46

)春

の
夜

の
や

み

の
ま

と

ひ
に

い
う
な

ら
ぬ

こ

・
う

に
は
な

の

か

を

そ
し

め

つ
る

の
歌

で
あ

る

が
、
歌

絵

に
よ

る
類
纂

で
あ

る
以
上

、
詠

作

年
時

の
決
定

は

無

理

で
あ

る

が
、
詞
書

の

「
い
と

さ
た
す

き

た
る
お

も
と

」
や
歌

の
内

容

に
式

部
自

身
を

託
し

た
も

の
が
あ

る
と
す

る
な

ら
、
あ

ま

り
若

い
時
期

の

詠

と

は
言

え
ま

い
。

又
、

竹
河

巻

の
蔵
人

少

将

の
詠
歌

、

人

は
み
な

花

に
心
を

移
す

ら

ん
独
ぞ
惑

ふ
春

の
夜

の
や

み

に

こ

の
歌

と

の
措
辞

の
酷

似
を

看
取

で
き

る
。

両
者

に

は

「
春

の
夜

の
や

み
」

が
共

通

し
、

「
こ

・
う

に
は
な

の
か
を
そ

し

め

つ
る

」

に
は

「
花

に

心
を

移
す

ら

ん
」

が
対
応

し

て

い
て
、
家

集

の
老

い
の
自

覚
、
物

語

に
お

け

る
大

君
恋

慕

の
敵
薫

(
花

)

へ
の
憂

慮

と
、
両

者

の
状
況

は
異

な

る
が
、

措

辞

の
類

似

は
無

視

で
き

な

い
。

そ
う

で
あ

る

な
ら

、

(
46

)
は
竹

河
巻

の
執
筆

年

代

(前
述
の
寛
弘
五
年
十

一
月
の
冊
子
作
り
が
幻
巻
ま
で
の
清
書
と
す
る
と
、
そ
れ

以
後
早
い
時
期
)
よ

り
以

前

の
詠
歌

と

一
応
言

え
る

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
又

、

両
者

の
類
似

は

、
今
井

先

生

の
指

摘

さ
れ

た
、
家

集

(
36

)

「

(詞
書
省
く
)

お
り

て
み

は
ち

か
ま

さ
り

せ
よ
も

・
の
花

お
も

ひ
く
ま

な
き

さ
く

ら

お
し

ま
し
」
と
源

氏
物

語

「(宰
相
の
君
)折

り

て
見

ば

い
と

。、
匂

ひ
も

ま
さ

る
や

と

「
(玉
葛
の
長
女
)
桜

ゆ

ゑ
風

に
心

の
騒
ぐ

か

な
思

少
し
色

め
け

梅

の
初
花

」

(傍
線
今
井
先
生
)

注
7

ひ
ぐ
ま

な
き

花

と
見

る
く

」

と

の
類

似

と
と
も

に
、

竹
河

巻

の
他
筆

説

を

否
定

す

る

に
有

利
な

材
料

で
あ

ろ
う
。

続

く

(
47

)

「
さ

を
し

か

の
」

は
詞
書

の

「
お
な

し

ゑ

に
」
よ

り

(
46

)
と
同
時

期

の
も

の
で
あ

る
。

二
、

ひ
さ
し
く

を

と

つ
れ
ぬ

人
を

お
も

ひ

い
て
た

る
お
り

(
78

)
わ
す

る

・
は
う

き
世

の

つ
ね
と

お
も

ふ
に
も
身

を

や
る

か

た

の

な
き

そ
わ

ひ
ぬ

る

(
四
行

分
空
白

)

返
し

(
79

)
た
か

さ
と
も

と

ひ
も

や
く

る
と

ほ
と

・
き
す

こ

・
ろ

の
か
き

り

ま

ち

そ
わ

ひ

に
し

初
出

仕
時

の
詠

(
56

)

「身

の
う

さ

は
」

か
ら

(
77
)
「
し
ら

つ
ゆ

は
」

ま

で
、

寛
弘

三
年

ー
五

年

と
宮
仕
時

代

の
歌

が

ほ
ぼ
年

代
順

に
配

列
さ

れ

て

い
る
が
、

前
掲

の
二
首

に
続
く

(
80
)

「
ま
し

も
な

を
」

ー
(
82

)
「
こ

こ
ろ
あ

て

に
」

は
父
為
時

に
伴
わ

れ
た

越
前

か
ら
単

独

で
帰
京

す

る
途
上

の
歌
群

で
、

長
保

三
年

秋
冬

の
詠

と
考

え
ら

れ
る
。

そ

こ
で

(
78
)
(
79

)

の
詠
作

年
時

が
問

題

と
な
る

が
、

明
ら

か

に

(
79
)
は

(
78

)

の
返
歌

で

一4「



は

な
く

、
両

首

と
も

に
式
部

の
詠

歌

で
あ

る
。

因

み
に
^

「
(四
行
分
空
白
)
」

及

び

「
返
し

」

の
箇
所

を
他
本

で
み

る
に

、
陽

明
文
庫

本

で
は

「
返
し

や

れ

て
な

し
」

と
あ

り
、

空
白

、

「
返
し

」

と
も

に
な

い
が
、
桂

宮

本

に
「
返

し

や
れ

て
な

し
」

と
あ

り
、

一
行

空
白

で

「
返
し

」
と

あ

る
。

桂

宮
本

よ

り

み
る

に
、

(
78

)

の
答

歌

と

(
79

)
の
贈
歌

が
欠

落

し

て

い
る
も

の
と

考

え

ら
れ

る

が
、

い
つ

れ
も
相

手

は
同

一
人
物

と

し

て
さ
し

つ
か
え
な

い

よ
う

で
あ

る
。

そ

こ
で
贈
答

の
相
手

で
あ

る

が
、

(
57
)

の
詞
書

「
ほ
の

か
に

か
た

ら

ひ
け

る

人
」

と
同

一
人
物

と
し

て
、

そ
れ
を

式
部

が
宮

仕

以

後

に
出

会

っ
た
宣

孝

以
外

の
男

と
す

る
説

が
今

井
先

生
、

角

田
文
衛

氏

、

竹
内

氏

に
よ

り
提

示

さ
れ

て

い
る
が

、

ま

た

い
と
う

ゐ
く

し
き

さ

ま

に
て
、

ふ
る

さ

と
に

か

へ
り

て

の
ち
、

ほ

の
か

に
か

た
ら

ひ
け

る
人

に

(
57
)
と

ち
た

り
し

い
は

ま

の

こ
ほ
り
う

ち

と
け

は
を

た
え

の
水
も

か

け

み
え

し
や

は

か

へ
し

(
58

)
み
山

へ
の
は
な

ふ
き

ま

か

ふ
た
に

風

に
む
す

ひ
し

水
も

と
け

さ

ら
め

や

は

の
贈
答

歌

は
、
若

し
相

手

が
宣
孝

以
外

の
男

で
あ

る
と
す

れ

ば
、

「
ほ
の

か

に

か
た
ら

」

っ
た

程
度

の
男

に
対

し

て
、
そ

の
あ

と
式

部

が
自
身

か
ら

こ
う

し

た
積
極

的

態
度

に
出

る

で
あ

ろ
う

か
。

こ
こ
は
、

(
56
)

で
初
出

仕

し

て
何
ら

か

の
事
情

(
恐
ら
く

精
神

的

病
悩

で
あ

ろ
う

)

で
す

ぐ

さ
ま

宿

下
り

し
た

式
部

が
、

彰
子

邸

で

「
ほ

の
か

に
か
た

ら
」

っ
た

同
僚
女

房

に
親

し

み
を

請

い
、
彰

子

の
人
徳

を
崇

え

て
式
部

の
帰

還
を

促
す

女
房

の

返
し

と
す

る
清

水
説

が
適
当

で
あ

ろ
う
。

と
す

れ
ば
、

(
78
)

(
79

)

の

相
手

は

「
ほ

の
か

に
か

た
ら

ひ
け

る
人

」
以

外

の
人
物

と
な

る
が

、

こ

こ

は
明

ら

か
に

男

の
夜

が

れ
を
嘆

じ

た
も

の

で
あ

る

の

で
、
必

然
的

に
宣
孝

が
浮

か

び
上

が

っ
て
く

る
。

(
(49
)ー
(51
〉
と
宣
孝
死
後
、
す
ぐ
さ
ま
懸
想
し
て
き
た

男
と
の
そ
の
後
の
進
展
は
家
集
の
限
り
で
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
と
ら
な
い
)
宣

孝

と

す

る

と

、

(
78

)

の
詞
書

「
お
も

ひ

い
て
た

る
お

り
」

と

の

一
文
が
不

審

で
あ

る

が
、
新

婚
時

代
を

経
、

段

々
と

夫

の
夜

が

れ

が
頻
繁

に
な

っ
た
頃
、

式
部

が

そ
れ

に
慣

ら
さ

れ
始

め
た
時

期

の
詠

と
す

れ
ば

解
決

が

つ
く

の
で

は
な

か
ろ
零

。

(
78

)
(
79
)
と
も

に
宣

孝

の
夜

が
れ

が
目

立
ち

始

め
る

長

保

二
年
書

の
詠

と
し

て
よ

い
か
と
考

え

る
。

従

来
指

摘

さ
れ

て

い
る
よ

う

に
、

(
80

)
～

(
82

)
と
宣

孝

と

の
結

婚

を
目

し

た
越
前

か
ら

の
帰

京

の
折

の
歌

群

の
前

に

こ
の
二
首

が
位

置

し

て

い
る

こ
と
は

、

こ
う

し

た
推

論

の

一
つ
の
傍

証

と
も
な

り

得
よ
う

。

因

み

に

之
の

(
78

)
の
歌

は
、
梅

技
巻

の
、

つ
れ
な
さ

は
う

き
世

の
常

に
な

り
行

(
く

)
を

わ
す

れ

ぬ
人

や
人

に

異
な

る

と
、
仲

が
難

航
し

て

い
る
雲

井
雁

へ
の
恋
情

を
歌

っ
た
夕
霧

の
詠
と
趣

を

一
に
し

て

い
る
。

蓋
し

、
夫

の
夜

が

れ
を
諦

め

つ
つ
も

尚
忘

れ
難

い
、

こ

の
折

の
自
身

の
悲

嘆
を

、
雲

井
雁

を
諦

め
き

れ
な

い
夕
霧

の
情

に
移

し
た

も

の

で
あ

ろ
う
。

更

に
又
、

(
79

)

の
歌

は
蓬

生
巻

の
末

摘
花

の
、

年
を

経

て
ま

つ
し

る
し
な

き
我

(
が
)
宿

を
花

の
た
よ

り
に
す

ぎ

ぬ

ば

か
り

か

と
久

し
く

訪

れ
な

い
源

氏

を
詰

っ
た
歌
と

同
趣

で
あ

り
、

「
た

か
さ

と
も

と

ひ
も
や

く

る
」

と

「
ま

ち
そ

わ

ひ
に
し
」

の
結

び

つ
き

が
、

「
ま

つ
し

る
し

な
き

」

と

「
我

(
が
)
宿

を
花

の
た

よ
り

に
す
ぎ

ぬ

ば
か
り

か
」

の

如

く

、
上

下
句
転

換

し

た
形

で
対

応
関

係

が
認

め
ら

れ
る
。

こ
れ
も
自

身

の
経
験

を
末
摘

花

に
託
し

た
も

の
と

み

て
さ
し

つ
か

え
あ

る
ま

い
。

若

し
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相
手
を
宮
仕
以
後
、
式
部
の
出
会
っ
た
男
と
し
た
場
合
、

(78
)
と
梅
枝

巻
歌
と
の
先
後
関
係
は
微
妙
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

(
79
)
を
踏
ま
え

た
蓬
生
巻
歌
の
事
実
は
、
蓬
生
巻
の
早
い
執
筆
時
職
替
考
慮
す
れ
ば
、
宮

仕
以
後
の
男
性
関
係
と
の
説
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
宣
孝
相
手
の
贈
答
と

み
る
に
有
利
な
材
料
で
あ
ろ
う
。

三

、

た
ま
さ

か

に
か

へ
り

こ
と
し

た
り

け
鬼

人
、

の
ち

に
又

も

か

・
さ
り

け

る
に
、

お

と

こ

(
90

)
お
り
く

に

か
く

と
は
見

え

て
さ

・
か

に

の

い
か

に
お
も

へ
は

た
ゆ

る
な

る
ら

ん

返
し

、
九
月

つ
ご
も

り

に
な
り

に
け

り

(
91

)し

も

か
れ

の
あ

さ
ち

に
ま

か

ふ
さ

・
か

に

の

い
か
な

る
お

り

に

か
く

と
み

ゆ
ら

ん

寛

弘

五
年

詠

の
歌
群

(
86

)

「
め

つ
ら
し

き
」

～

(
89

)

「
あ

し

た

つ

の
」

に
続

き

、

(
92

〉

「
い
る

か
た

は
」

ー

(
94

)

「
お

ほ
か

た

の
」

の

長
保

二

年
秋

の
対

宣
孝

の
贈

答
歌

の
前

に
位

置
す

る

二
首

で
あ

る
が

、
従

来

、

「
た
ま

さ

か
に

か

へ
り

こ
と
し

た
り
け

る

人
」

は
出

仕
以

後
に
式

部

の
会

っ
た
男

と

み
ら

れ
る

が
、
少

し
く

疑
問

で
あ

る
。

(
86

)
～

(
舶
)

の
四

首

、
寛

弘
五

年
詠

に
直

続
す

る
関

係

で
そ

の
よ
う

に
見

ら
れ

る

の
で

あ

ろ
う

が
、

こ
の
四
首

は
、

敦

成
親
王

誕
生

の
産

養
五

夜

(寛
弘
五
年
九
月
十

五
日
)
の

(
86
)
、
翌

夜

(
87

)
、
五
十

日
夜

(同
年
十
一
月

百

)
の

(
88

)

(
89
)

と
、

い
つ
れ
も

公

の
行

事

の
式
部

の
詠

で
あ

り
、

(
90
)

(
91

)
は
む

し

ろ
私

的

な
歌

詠

と
し

て

(
92
)
以

下

に
関
わ

る
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

そ

こ
で
、

(
92
)
ー

(
94
)

が
長
保

二
年

秋
、

宣
孝

の
夜

が

れ
を
詰

る
歌

群

で
あ

り
、

後
述

す

る

(
95

)

「
か
き

ほ
あ
れ

」

が
同
長

保
二
年

夏

誕
生

し

た
賢
子

を
詠

ん

だ
も

の
と
思

わ

れ
る

の
で
、

こ
の

(
90
)

(
91

)

の
贈

答

は
、
相

手
を

宣
孝

以
外

の
男

と
す

る
よ

り
、

結
婚

以
前

の
式

部
宣

孝

の
贈

答

と

み
る

の
が
自
然

で
あ

る
。

結
婚

以
前

の
宣

孝

と

の
贈
答

(
90
〉
(
91

)、

続
く

結
婚

時

の
夫

の
夜

が
れ

(
92

)
ー
(
94

)、
更

に
夫

の
夜

が
れ

の
頻
繁

な

頃
、
生

ま

れ
た
我

子

を

み

つ
め
る
母

の
哀
感

(
95

)
と
、
作
者

の
宣

孝

を
念

頭

に
置

い
た
連
想

線
上

の
配

列

で
あ

る
と
考

え
る

の
が

適
当

で
あ

ろ
う
。

私

は
、

(
28
)
「
春
な

れ

と
」
～
(
31
)
「
く

れ
な

ゐ

の
」
の
長

徳

三
年

の
宣
孝

と

の

贈
答

あ

た
り

の
、
扉

く

と
も

な
く
靡

い
て

い
く

式
部

の
詠

み

口
に
通
ず

る

も

の
を

こ

の
贈
答

に
み
る

の
で
、
長

徳
三

年
秋

の
宣
孝

と

の
結
婚

を

心

に

決

め

つ
つ
あ

る
頃

の
式

部

と
宣
孝

と

の
贈
答

と

し

て
よ

い
か
と
考

え

る
。

ま

た
、

賢
木
巻

の
紫

上

の
歌

、

風
吹

け
ば

ま
つ

ぞ
乱

る

・
色

か
は
る
浅

茅

が
露

に
か

か
る

さ
さ

が

に

が
、

こ

の
二
首

と
同
趣

で
あ

る

こ
と
も

注
目

さ

れ
る
。
「
浅
茅

」

と

「
さ
さ

が
に
」

の
結

び

つ
き

は
、
管

見

の
限
り

で

は
他

の
歌
集

に
例

を

み
な

い
の

で
、
式

部
独

自

の
発
想

と
み

て
よ

い
の

で
は
あ

る
ま

い
か
。

両
者

の
措

辞

の
類
似

は
顕

著

で
あ

り
、
家

集

の
歌
を

素
材

と
し

て
賢

木
巻

の
歌

が

な

っ

た
と

み

て
さ
し

つ
か

え
あ

る
ま

い
。

と
す

れ
ば
、

賢
木

巻

の
早

い
執
筆

年

代

か

ら

み
て
、
宮

仕
以

後

の
男
性

関
係

と
す

る
必

要

は
な

い
で
あ

ろ
う
。

続

い
て
、

(
99

)

「
お

ほ
か

り
し
」

以

下

の
寛

弘
年

間
詠

の
前

に
位

置

す

る

(
95
)

ー

(
98
)

に

つ
い
て
少
し

く
触

れ

て
お
く
。

先

づ

(
95

)

は

前

述

し

た
よ
う

に
、
結

婚
以

前

の
宣
孝

と

の
贈
答

(
90

)

(
91

)
、
宣

孝

の
夜

が
れ

の
難
詰

(
92

)
ー

(
94

)
に
直
続
す

る
も

の
と

し

て
、

(
92

)

～

(
94

)
と
同
時

期

の

「長

保

二
年
夏

賢

子

の
生

ま

れ

て
間

も

な

い

こ
ろ

の
作
畦

と

の
説

が
、

「
(詞
書
省
く
)
か
き

ほ
あ

れ
さ

ひ
し
さ
ま

さ

る
と

こ
夏

に

つ
ゆ
を
き

そ

は
ん
秋

ま

て
は

み
し
」

の
歌

趣

と
賢

子

の
出

生
年

代

(宣
孝
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と
の
結
婚
が
長
徳
四
年
暮
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、そ
の
一
年
余
後
)を
考
慮

す

る

に
、適
当
な

詠

作
年

代

と
考

え
ら

れ

る
。

夫

の
夜

が

れ
が
原

因
す

る
苦

悩
を

胸

に
、
生

ま

れ

た
我

子
を
淋

し

く

み

つ
め
る
式

部

の
姿
を

髪
髪

と
さ

せ

る
も

の
が
あ

る
。

(
96
)

に
移

る
が

、

「
と

こ
夏

」

(
95
)

「
は
な
す

ゝ
き
」

(
96
)

の

季

の
関

連
、

及

び
詞
書

の
六
月

(
95
)
、

九
月
晦

日

(
96
)

の
月

順

に
よ

り
先

後

に
配

列
さ

れ

た
も

の
と
考

え

ら
れ

る

が
、
前

の

(
95

)
と

(
96

)

「
(詞
書
省
く
〉
は
な

す

・
き
葉

わ
け

の

つ
ゆ

や
な

に

ゝ
か
く

か
れ

ゆ
く
野

へ

に
き

え

と
ま

る
ら

む
」

の
歌

趣

は
基
調

が

一
で
あ

る

の

で
、
両
者

は
あ

ま

り
隔

っ
て

い
な

い
時
期

の
心

情
独

白

と
考

え
ら

れ
、

(
95
)
と
同

年
、

長

保

二
年
九

月
晦

日

の
詠

歌

と
し

て
よ

い
か

と
考

え
る
。

詞
書

の

「
も

の
や

お
も

ふ

と
人

の
と

ひ

た
ま

へ
る
」

及

び
左
註

「
わ

つ
ら

ふ
こ
と
あ

る

こ
ろ

な

り

け
り

」

は
、

夫
宣
孝

の
夜
が

れ

に
悩

む
式
部

を
考

え

る
に
無

理

で
は

な

い
。

.

最

後

に

(
97
)

「
世

に

ふ
る

に
」

(
98

)

「
こ

・
ろ
ゆ
く

」

の
二
首

で

あ

る

が
、
前

挙

し

た

(
96

)
の
左

註

は
同
時

に

(
97

)

(
98
)

の
詞
書

に

も

な

る
と
思

わ

れ

る

の
で
、

「
か

ひ

ぬ
ま

の

い
け

」
を

詠
ん

だ

こ
の
二
首

は
、

(
96
)

の
詠
歌

年
代

と

ほ
ぼ

同
じ
頃

、

長
保

二
年
秋

冬

の
も

の
と
考

え

る
。

四
、

中
将

せ
う

し

や
う

と
名

あ

る
人

・
の
、

お
な

し

ほ
そ

と

の
に

す

み

て
、
少

将

の
き

み
を
よ

な
　

あ

ひ

つ

・
か

た
ら

ふ
を

き

・
て
、
と

な
り

の
中

将

(
oo1

)
み
か

さ
山

お
な

し

ふ
も

と
を

さ

し
わ

き

て
か
す

み

に
た

に
の

へ

た
て

つ
る

か
な

返

し

(
101
)
さ

し

こ
え

て

い
る

こ
と
か

た
み

・
か
さ

山

か
す

み
ふ
き

と
く

風

を

こ
そ

ま

て

こ
う

梅

を

お
り

て
、
さ

と
よ

り
ま

い
ら
す

と

て

(
201

)
む

灘
れ
木

の
し
た

に
や

つ
る

ゝ
む

め

の
花
か

を
た

に
ち

ら

せ
く

も

の
う

へ
ま

て

う

月

に
や

へ
さ
け

る
さ
く

ら

の
花

を
、
内

に

て

(
301

)
こ

・
の

へ
に

・
ほ
ふ
を

み

れ
は
さ

く
ら

か

り
か

さ
ね

て
き

た
る

は

る

の
さ

か
り

か

日
記

、
権

記

、
栄

華
物

語
等

に
記
事

の
み
え

る
寛

弘
五

年
十

一
月

二
十

二

日

の
五
節

時

の
詠

(
99
)

「
お

ほ
か
り

し
」

に
続

き
、

御
堂
関

白
記

、

権

記
等

に
記

述

の
あ

る
寛

弘
四

年
四
月

十
九

日
、
賀
茂

祭

の
折

の
詠

(
401

)

「
神

世

に
は

」

の
前

に
位

置
す

る
四
首

で
、
や

は
り
詠

作

年
代

が
判

然

と

し

て

い
な

い
。

先

づ
、
資

料

の
あ

る

(
301

)
か
ら
検

討
し

て

い
く

こ
と

と
す

る
が

、

こ

の

一
首

の
作

歌
事

情

は
、
当

時

か
な
り
有

名

で
あ

っ
た
ら

し
く
、

伊
勢

大

輔

集
、

古
本

説
話

集

、
古
事

談
等

に
詳

し

い
が
、

要
約

す

る
と
、

奈
良

興

福
寺

か
ら
毎

年

一
度
八

重
桜

が
中
宮

に
持

参

さ

れ
る

が

(こ
の
年
の
持
参
は

異
福
寺
権
別
当
扶
公
僧
都
)
、

そ

れ
を
受

け

取
る

光
栄

を
式

部

が
今
参

り

の
伊

勢
大

輔

に
譲

り
、

そ

の
折

詠

ん

だ
、
百

人

一
首

に
も
採

ら
れ

て

い
る

「古

へ
の
な

ら

の
都

の
八
重
桜

け

ふ

ご

、
の

へ
に
匂

ひ
ぬ
る

か
な
」

と

の
伊
勢

大
輔

の
歌

の
返
歌

と
し

て
、
中

宮

に
代

わ

っ
て
式
部

が
詠

ん

だ
も

の

が

こ

れ

で
あ

る
。

こ
の
歌

の
詠

作
年

代
を

考

え
る

に
当

っ
て

、
伊
勢

大
輔

の
初

出
仕

年

が
問
題

と

な
る

が
、

こ
れ

に

つ

い
て

は
早
く

保
坂

都
氏

に
御

指
摘

が
あ

る
。

そ

れ
に
よ

る

と
氏

は
、伊
勢

大
輔

集

八
十

五
番

歌

の
詞
書

(和
泉
式
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部
初
出
任
を
内
容
と
す
る
)に
よ

り
、
伊
勢
大

輔

の
出

仕
は
和

泉
式

部

の
そ

れ
よ
り

以
前

で
あ

る

こ
と
を

確
認

さ

れ
、
更

に

、
和
泉

式
部

集

(
巻
三

)

の
祭

の

少
前

、
初

出
仕

と

お
ぼ
し

き
和

泉
式

部

と
中
宮

と

の
贈
答

を
資

料

と
し
、

又
敦

道
親

王

の
服
喪

期
間

を
考
慮

し

て
、
和
泉
式

部

の
彰

子
邸
初

出

仕

は
、

「
寛

弘
六

年

の
加
茂

祭

の
少
前

」

と
し
、

故

に

「
伊

勢
大

輔

の
出
仕

は
寛

弘
五

年

の
春

頃

か
」

と
結

論
し

て

お
ら

れ
る
。

こ
の
年

は
即
ち

(
301

)
の

詠
作

年
代

を
示
す

も

の
で
も
あ

る

が
、
式

部

の
側

か
ら

そ
れ
を

確
認

す

る

こ
と

が
可
能

で
あ

る
。

即

ち
、
式

部

の
初

出
仕

を
前

述

の
通

り
、
寛

弘
三

年
十

二
月

二
十

九

日
と
す

る

と
、

こ

の
歌

の
詠

ま

れ
た
年

は

、
式
部

が
多

少

と
も
宮

仕
え

に
慣

れ

て
お

り
、
今

参

り

の
伊

勢
大

輔

に
八
重

桜

を
受
け

取
る

光
栄

を
譲

る

と

い
う

条
件

を
満

た
す

寛

弘
五
年

以
降

の
年

の
四
月

と

な

る
。

そ

こ
で
、

(
99
)
は
寛

弘
五

年

の
詠

で
あ

り
、

(
脳

)

の
寛
弘

四

年

の
記
事

は
、

(
301

)
の

「
さ
く

ら
」

の
連
関

と
考

え

れ
ば

、

(
㎜

)
～

(
301

)

は
寛

弘
五
年

の
歌

群

と
す

る

の
が
自

然

で
は
あ

る
ま

い
か
。

(
㎜

)

(
101
)
は
寛

弘

五
年

の
春

、
彰

子
邸

に
お

け
る

女
房
中

将

と

の
贈
答

、

(
皿
)

は
同

じ
く

五
年

春

、
し

ば
ら

く
里
居

を

し

て

い
た
時

期

に
、
中

宮

に
紅
梅

を
奉

っ
て

の
詠

、

更

に
再

び

出
仕

し
た

四
月

の
内
裏

で
の
作

(
301

)

と
し

て
納

得

の

い
く
と

こ
ろ

で
あ

る
。

式

部

の
側

の

こ
う

し

た
推
定

年

代

と
、

保
坂

氏

の
伊
勢

大

輔

の
初
出

仕
推
定

年

代
を

合

一
す

る

と
、

自
ら

式
部

の

寛

弘
三

年
初

出
仕

説

が
強
調

さ

れ
る

こ
と

と
も
な

る
。

源

氏
物

語

に

(
201

)
の
歌

と

の
類

歌

を

み
る

に
、
真

木
柱

巻

の
冷
泉
院

の
歌

に

、

九
重

に
か
す

み

へ
だ

て
ば
梅

の
花

た

.・
か

ば
か
り

も
匂

ひ

ご
じ

と
や

が
あ

る
。

「
さ

く
ら
」

「
梅

の
花

」

の
相
違

は
あ

る

が
、

「
こ

・
の

へ
」

に

「
に

ほ

ふ
」

と

の
用
語

、
及

び
発

想

の
類
以

は

明
ら

か
で
あ

り

、
(
皿
)

の
投

影

と
み

て
よ

か
ろ
う

。
先

に
触

れ

た
、
寛

弘
五

年
十

一
月

の
幻

巻
ま

で

の
清
書

を
思

う

に
、
真

木
柱

巻
歌

は

(
201

)

の
成

立

か
ら

程
経

ぬ
時
期

に
、
そ

の
歌

の
影
響

下

に
成

っ
た
歌

と
考

え

ら
れ

る
。

次

に
、

前

の
四
首

に

(
401

)

の
寛

弘
四

年
四

月
十

九

日

の
賀
茂

祭

時

の

詠
を

は
さ

ん

で
後
続

す

る

(
501

)
～

(
m
)

の
三
首

に

つ
い
て
触

れ
る
。

先

づ

、

む
月

の
三

日
、
う

ち
よ

り

い
て

ゝ
、

ふ
る

さ
と

の
た

ゝ
し

は

し

の
ほ
と

に
、

こ
よ
な
う

ち

り

つ
も

り
あ

れ
ま

さ
り

に
け

る

を

、

こ
と

い
み
も

し
あ

へ
す

(
501

)
あ

ら
た

め

て
け

ふ
し

も

・
の

ゝ
か
な

し
き

は
身

の
う

さ

や
又

さ

ま

か
は

り

ぬ
る

で
あ

る

が
、

(
99
)
～

(
鵬

)
と

寛
弘
五

年
詠

が
続

き

、

(
鵬

)

の

「
さ

く
ら

」

の
連

と
し

て

(
1

)
の
寛

弘
四
年

歌

が
あ

る
と
思

わ

れ
る

の

で
、

続
く

(
051

)
は

(
99

)
ー

(
鵬

)
と
同
年

で
、

(
脳

)
の
翌
寛

弘
五

年

正

月
三

日

の
里

に

お
け

る

詠
歌

と
考

え
ら

れ
る
。

恐

ら
く

(
1

)

の
寛

弘

五

年
春

の
宿

下

り
と

同
時

期

の
も

の
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
で
想

起

し

て
お
き

た

い

こ
と

は
、
あ

の

(
56
)

の
初

出

仕
時

の
詠

「
身

の
う

さ
は

こ

・
ろ

の
う

ち

に
し

た

ひ
き

て

い
ま

こ

・
の

へ
そ
お
も

ひ
み
た

る

・
」

で
あ

る
。

両
者

は

「
身

の
う

さ
」

を
詠

ん

で
歌

趣

に

一
の
も

の

が
あ

り

、
寛

弘
三

年
十

二

月

二
十

九

日
、
初

出
仕

と

い
う

晴

れ

が
ま
し

い
状
況

に
も
か

か
わ

ら
ず

、

う

さ

の
み
ま

さ
る

自
身

の
膨

々
と

し

た
心
情
独

白

(
56

)

が
あ
り

、
更

に

一
年
余

後

の
寛

弘
五
年

正
月

三

日
、
「
あ

ら
た

め
て
」
痛

感
す

る

「
身

の
う

さ

」
を

如
何

と
も

し
難

い
、
式

部

の
精
神

の
風
景

を
看

取
し

得
よ
う

。

こ

の
二
首

と
設

定

は
異
な

る

が
同
趣

の
も

の
が

、
帯
木

巻

の
空

蝉
歌

に
、

身

の
う

さ
を

嘆
く

に
あ

か

で
あ
く

る
夜

は

と
り
重

ね

て
ぞ
音

も
泣

か
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れ
け

る

と
あ

る

が
、

こ
う

し

た
式
部

の
響

屈
し

た
心
情

は
日
記

に
み
る
如

く
、

宮

仕
期

間
中

終

始

一
貫
し

た
も

の
で
あ

り
、

こ

の
家

集

が
長
和

二

年
、
親

友

小
少

将

の
君

の
死

を
加

賀
少
納

言

と
詠

ん

だ
、

(
421

)

「
(詞
書
省
く
)
く

れ

ぬ
ま

の
身

を

は
お

も
は

て

人

の
世

の
あ

は

れ
を
し

る

そ
か

つ
は
か
な
し
き
」

(
1
)

「
た

れ
か
世

に
な

か
ら

へ
て

み
む

か
き

と
め
し

あ

と
は
き

え

せ
ぬ

か

た
み
な

れ

と
も
」

(式

部

)
、

(
伽

)

「
返
し

、
な

き
人

を
し

の
ふ
る

こ
と
も

い
つ
ま

て
そ
け

ふ

の
あ

は

れ

は
あ
す

の
わ

か
身

を
」

(少

納
言

)

を
最

後

に
了

っ
て

い
る

こ
と

は
、
式

部

の
精

神
風

景
を

思
う

に
極

め

て
自

然
な

現
象

で
あ

り
、

正

し
く
家

集

が
自

撰

た
る

こ
と
を
物

語

る

と
考
え

ら

れ
る
。

次

に
、

前

に
続
く

二
首

、

叛

五

せ
ち

の
ほ
と

ま

い
ら

ぬ
を
、

く
ち

お
し

な
と

べ

ん
さ

い
し

や
う

の
き

み

の

・
た

ま

へ
る

に

(
601

)
め

つ
ら
し

と
き

み
し
お

も

は

・
き

て
見

え

む
す

れ

る

こ
ろ
も

の

ほ

と
す

き

ぬ

と
も

か

へ
し

(
701

)
さ

ら
は
き

み

や
ま

ゐ

の

こ
ろ

も
す

き

ぬ
と
も

こ
ひ
し
き

ほ

と
に

き

て
も

み
え
な

ん

.

に

つ

い
て
み

る
に
、

既

に
検
討

し

た
如

く
、

(
oo1

)
～

(
鵬

)

は

(秘

)

の
寛

弘
四

年
を

除

い
て
全

て
寛

弘

五
年

の
詠

と
考

え
ら

れ
、

こ
の
二
首

を

は
さ

ん

で
、

(
801

)

「
う

ち
し

の
ひ
」

～

(
囎

)

「
夜

こ
め

を
も

」

は
対

宣

孝

の
長

保

二
年
詠

が
挿

入
さ

れ

、
続

く

(
411

)
「
き
く

の

つ
ゆ

」
～

(
囎

)

「
な

に
は

か
り

」

が
再

び
寛

弘
五
年

の
作

と
な
る

の

で
、

(
描

)

(
斯

)

は
、
寛

弘

五
年

の
も

の
か
と
思

わ

れ
る

が
、
寛

弘

五
年

の
五
節

の
詠
は

、

既

に

(
99
)

に
あ

り

、
そ

の
折

は
式
部

は
確

か
に
中

宮

に
出
仕

し

て

い
る

の

で
あ

る

か
ら

、

こ
の

二
首

は
翌
寛

弘
六

年
五
節

時

に
里

居
し

て

い
た
式

部

に
、
宰
相

の
君

が
帰
還

を
促

し
、
式

部

が
そ

れ

に
応
じ

た
も

の
と

一
応

考

え

て
よ

さ
そ
う

で
あ

る
。

寛

弘
六

年

の
詠
は
家

集

に

は

こ
れ
以
外

に
見

ら
れ
ず

、

日
記

に
お

い
て
も
、

正
月

一
日

～
三

日

の
記

事

と
問

題

の
消
息

文

の
み
が
寛

弘

六
年

分

で
あ

り

、
寛

弘
六
年

十

一
月

の
五
節

時

に
式

部

が

宿

下

り
し

て

い
た
と

し

て
も

こ
の
限

り

で
は
矛
盾

は

な

い
。

蓋

し
、

寛
弘

五

年

の
五
節

時
詠

(
99

)
と
六

年
五
節

時

贈
答

(
鵬

)

(
㎜

)

の
間

に
五

年

の
記

事
を

配

し
た

も

の
と
解

し

て
よ

い
か
と
考

え

る
。

四

以
上

、
四

項

に
お

い
て
検

討
し

た

二
十
首

の
詠

作
年

代

の
推
定

結
果

は
、

二
節

の
表

の

叢
印

を
付

し

た

(

)
内

に

示
す
通

り

で
あ

る
。

こ
う

し

た

推

定
年

代
を

含

め
て
表

の
概

観
を

す

る
が
、

そ

の
前

に
実

践
本

二

類
本
)

に
み
ら

れ

ぬ
陽

明
文
庫

本

(二
類
本
)
に
収

め
ら

れ
る
歌

七

首

の
詠

歌

年
代

を

一
応

確
認

し

て
お
く
。

(

)

さ
し

あ

は
せ

て
物
思

は
し

け
な

り

と
き
く

人

を
、

ひ
と

に
つ

た

へ
て

と

ふ
ら

ひ
け

る

本
ニ
や
れ
て
か
た
な
し
と

二

行
分

空
白

)

㍗

八
重

や
ま

ふ
き

を

お
り

て
、
あ

る
所

に

た
て
ま

つ
れ
た

る

に
、

ひ
と

へ
の
花

の
ち

り

の
こ
れ
る

を

・
こ
せ
給

へ
り

(
52

)
お
り

か
ら
を

ひ

と

へ
に
め

つ
る
花

の
色

は
う

す
き

を

み

つ

ゝ
う

す

き

と
も

み
す

「
さ
し

あ

は
せ

て
…
…

」

の
詞
書

を
も

つ
歌

は

「本

二
や

れ
て

か
た

な
し

と

」

の
如
く

欠
歌

で
あ

る

(
こ
れ
に
関

し

て
は
後

述
す

る

)。

(
52
)

は
そ

校
異
は
南
渡
浩
氏

『紫
式
部
集
の
研
究
」

校
異
編
を
基
に
、
他
の
二
類
本
に
よ

っ
た



の
前

後

歌

(
51

)

「
た
か
里

の
」

(
53

)

「
き

え
ぬ

ま

の
」

を

み
る

に
、

実

践
本

の

(
51

)
と

(
52

)

の
間

に
位

置
す

る
歌

で
あ

り

、
実

践
本

の
詠

歌

年
代

に
照

合
す

る

と
、
宣

孝

死

の
翌
長

保
四

年
春

(
51
)

か
ら
秋

(
52

)

に
か
け

て

の
詠

と
な

る
が

、
実
践

本

の

(
52

)

の
詞
書

「
世
中

の
さ

は
か

し

き

こ
ろ
、

あ

さ
か

ほ
を

人

の
も

と

へ
や
る

と
て
」

中

「
人

の
も

と

へ
や

る
と

て
」

の
部

分
が

、

こ
れ

に
相

当
す

る

陽

明
本

(
53

)
で

は

「
お
な
し

所

に

た

て
ま

つ
る
と

て
」

と
あ

り
、

(
52
)

に
対
応

し

て

い
る
。

あ

る

い

は
陽

明
本

の

こ
の
歌

が
家
集

の
原
型

に
あ

り
、

後
脱

落
し

た
も

の
が
実
践

本

の
形
と
も

考

え
ら

れ
よ
う
。

い
つ

れ

に
し

て
も
長

保
四

年
秋

頃

の
詠

と

し

て
問
題
あ

る

ま

い
。

(
411

)
い

つ
く

と
も
身

を
や

る

か
た

の
し

ら
れ

ね
は
う

し

と
み

つ

ゝ
も

な

か
ら

ふ
る
哉

こ

の
歌

は
、

そ

の
前
歌

四
首

曾

)

「
た

つ
き

な
き

」

ー

耐

)

「
ふ

れ

は
か
く

」
を

み
る

に
、

実
践

本

の

(
021

)
～

(
伽

)

の
直
後

に
相

当

し

て

お
り

、

こ
れ
を

も

っ
て
陽

明
本

で
は

段
落

が
あ

り
、

以
下

「
日
記

歌
」

と
し

て
十
七

首
を

挙
げ

る
。

そ

こ
で
、
実

践
本

(
1

)

(
m
)

の
相
撲
時

の
贈
答

歌

は
記
録

で

み
る

と
、
諸
氏

の
指
摘

さ

れ
る
長

和

二
年
七

月

二
十

七

日

の
詠

で
、
続

く

(
1
)

(
伽

)
の
詞
書

「
は

つ
ゆ

き

ふ
り

た
る
夕

く

れ

に
」

は
同
年

の
初

冬

と
考

え

ら
れ

る

の

で
、

そ

れ
に
続

く
陽

明
本

の
曾

)
は
長

和

二
年

暮

、

は
か

ら
ず

も
長

ら

え
て
し

ま

っ
た
自

身

の
命

を
嘆
息

し

た
も

の
と

し

て
よ

か
ろ
う
。
同

じ
く

二
類

本

の
橘
常

樹
本

が
、

う
皿

)

「

(詞
書

省
く

)

恋

し
く

て
あ
り

ふ
る

ほ
と

の
は

つ
雪

は
き

え
ぬ

る
か

と
そ
う

た

か

は
れ

け
る

」

～
m

)

「
返

し
、

ふ
れ

は

か
く

つ
さ

の
み
ま

さ
る

世
を

し

ら

て
あ

れ

た
る
庭

に

つ
も
る

は

つ
雪

」

の
贈
答

歌

の
答

歌
を

欠
き

、

(
411

)

を

(
皿

Y
の

層
返
し

」
と

し

て

い
る

こ
と

を

み
る

に
、
形

だ
け

か
ら

β
れ

ば
、
確

か

に

(
411

)
も

(
皿

)
の
答
歌

と

し

て
も
不

自
然

で

は
な

い
。
(
m

)

は
常
樹

本

以
外

は
、

一
類

二
類

全
本

に
存
す

る

の
で
、
原

型

に
あ

っ
た
も

の
と
考

え

ら
れ

る

が
、
あ

る

い
は

耐

)

(!411
)

の
二
首

と
も

に

宙

)

の
答
歌

で
あ

っ
た

と
も
考

え
ら

れ

る
。

常

樹
本

の

(
211

)

の
返

歌

(
m

)

の
形
態

と
、

こ

の
本

以
外

の
二
類
本

に
、

(
411
)

の
詞
書

「
返
し

」
が

み

え
な

い
こ
と

と
を
合

わ

せ
考
え

る

と
、

(
311

)

(
m
)

と
も

に

(
皿

)
の

返
歌

と
推

定

で
き

る
。

い
つ

れ
に
し

て
も

π

)
は
長
和

二
年
暮

の
詠

と

し

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

轡

々
た
る

日

々
を

送

る
式
部

の
家

集

の
結
末

に
ふ

さ
わ

し

い
詠
歌

で
あ

る
。

幻
巻

巻
末

の
源

氏

の
歌

「う

き

世

に

は
ゆ
き

消

え
な

ん

と
思

ひ

つ

つ
思

ひ

の
外

に
な

ほ
ぞ
程

ふ
る
」

に
趣

の
似

通

っ
た
も

の
を

看
取

で
き
よ
う

。

(
こ
の
節
で
は
二
類
本
の
み
に
あ
る
歌
を
採
り
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
の
一
首
だ
け
は
一
類
本
の
尊
円
本
系
が
具
有
す
る
。
)

水

と
り

と
も

の
お
も

ふ

こ
と
な

け

に
あ

そ

ひ
あ

へ
る
を

(
121

)水

と
り

を

み

つ
の
う

へ
と
や

よ
そ

に

み
む
わ

れ
も
う

き

た

る
世

を

す
く

し

つ

・

は
す

の
廿
九

日
に
ま

い
り
、

は
し

め
て
ま

い
り

し
も

こ
よ

ひ

そ

か
し

と
お
も

ひ

い
つ
れ
は
、

こ
よ

な
う

た

ち
な

れ

に
け

る

も
う

と
ま

し

の
身

の
程

や
と

お
も

ふ
、
夜

い
た
う

ふ
け

に
け

り

、
ま

へ
な

る
人

々
う

ち
わ

た
り

は
猶

い
と
け

は

ひ

こ
と
な

り

、
さ

と
に

て
は

い
ま

は
ね
な

ま

し
、
さ

も

い
ま

と
き

く

つ

の
し
け

さ
か

な
と

、
色

め
か
し

く

い
ふ
を

き
く

(
1

)
と
し

く
れ

て
わ

か
よ

ふ
け

ゆ
く
風

の
音

に
心

の
う

ち

の
す

さ
ま

し
き
哉

「10一



源
氏

物

か
た

り
お

ま

へ
に
あ

る
を

、
殿
御

覧

し

て
、
れ

い
の

す

・
ろ

こ
と

と
も

い
て
き
た

る

つ

い
て
に
、
梅

の
し

た
に
し

か

れ
た

る
か

み

に
か

・
せ
給

へ
る

(
1

)す

き
物

と
な

に
し
た

て
れ

は

み
る
人

の
お
ら

て
す

く

る

は
あ
ら

し

と

そ
お
も

ふ

と

て

た
ま
は

せ
た

れ

は

(
1

)
人

に
ま

た
お
ら

れ

ぬ
物
を

た

れ
か

こ

の
す

き
物

そ

と
は
く

ち
な

ら
し

け
ん

た

い
し

ら
す

(
131

)
よ

の
な

か
を
な

に
な

け

か
ま
し

山
桜

花

み
る

程

の
こ

・
う
な

り

せ
は

こ

の
五

首

は
、
「
日
記
歌

」

と
し

て
末
尾

に
配
さ

れ
た

十
七
首

中

の
実

践

本

に
み

え
な

い
も

の

で
、

日
記

の
記

事

に
よ

り
詠
作

年
時

が
ほ

ぼ
決
定

で

き

る
。

先

づ

(
121

)
は
寛

弘
五

年

十
月

十
余

日
、
折

り

し
も
行

幸

近

い
晴

れ

が
ま

し

い
土
御

門
邸

に
お

い
て

一
人
轡

々
と
す

る
式

部

の
心
情

吐
露

で

あ
り

、
次

に

(
1

)
は
、
同
寛

弘
五

年
十

二
月

二
十

九

日
、
初

出
仕

か
ら

ま

る

二
年
後

、

は
か

ら
ず
も

宮

仕
生

活

に
慣

れ

き

っ
て
し

ま

っ
た
我

が
身

の

う

と
ま

し
さ
を

、

そ

の
老

い

の
自

覚

と
し

て
詠

ん
だ
も

の
で
あ

る
。

(
1

)

ほ
ど

の
切
迫

し

た
凄
さ

は
な

い
が
、
野

分
巻

の
明
石
上

の

「
お

ほ
か

た

に

萩

の
葉

過
ぐ

る
風

の
音

も
憂

き
身

ひ

と

つ
に
し

む
心

ち
し

て
」

と

の
独

詠

に
も
、

そ

の

「
憂

き
身

」

の
自
覚

は
看

取

で
き

、
宣
孝

没
後

、

終
始

一
貫

し

た
式

部

の
人
生

観

で
あ

ろ
う

。

次

に
、

(
1

)

(
伽

)
の
道
長

式
部

の
贈
答

で
あ

る

が
、

こ
れ
は
前

述

の
如
く

、
従

来

の
寛

弘
六
年

説

が
訂

正
さ

れ
、

寛
弘

五
年

五
月

二
十

三

日

の
記
事

と

し

て
定

着

し

つ

つ
あ

る

「
十

一
日

の
暁
…
…

」

に
直
続

す

る

日

記

の
記

述

と
対

応
す

る

の

で
、

そ

れ
と
同

時
期

の
贈
答
歌

と

し

て
よ

い
か

と
思
う

。

特

に
、
稲

賀
氏

の
前

掲
論

文

で
は
、

今
井

先
生

の
紹

介

さ
れ

た

幻
中

類
林

「
光

源
氏

物
語

本
事

」
中

の

「
佐
衛

門
督

」

の

「梅

の
花
」

の

歌
を

と
り

挙
げ

、

こ

の
贈

答
歌

と

の
関

わ
り
を

重

視
し

て
、

寛
弘

五
年

説

を
提

示

さ
れ

て

い
る
。

必
然
的

に
、
続
く

「
く

ひ
な
」

の
贈
答

は
、

日
記

に

お
け

る

「
十

一
日

の
暁
…
…

」
、

「
す

き
も

の
」

贈
答

と

の
ま

と
ま

り
を

み

る

に
、

こ
れ

に
程
経

ぬ
時

期

の
も

の
と

み
て
さ

し

つ
か
え

あ

る
ま

い
。

最

後

に

(
131

)
は

「
日
記
歌

」

と
し

て
収

め
ら

れ

る
が
、

現
行

紫
式

部

日
記

に
は

こ
の
歌

が

み
え
な

い
。

こ
れ

に

つ
い
て
、
萩

谷
氏

が
前

著

で
、

日
記

の
歌

で
は
な

く
、

こ
の
歌
を

収

め
る
後
拾

遺

集

か
ら

の
補
遺

歌

で
あ

ろ
う

と
さ
れ

る
。
確

か
に
詞
書

の

「
た

い
し

ら
す

」

は
日
記

か
ら

取

っ
た

に
し

て
は
不

自
然

で
あ

り
、

後
拾

遺
集
春

上

に
歌

題

の

み
え

な

い
と

こ
ろ

か
ら
、
・
こ
れ

よ
り

拾
遺

し

た
も

の
と
も

考
え

ち

れ
る
。

試

み
に

、

こ

の
歌

以

外

に
、
家

集
、

日
記

に

み
え
な

い
勅
撲
集

採

取
歌

を
調
査

す

る

と
、
続

後

撰
集

一
、

続
古

今
集

一
、
新
千

載
集

二

の
計

四
首

で
、

い
つ

れ
も
後

代

の
撰
集

で
あ

り

、
後
拾

遺
集

前
後

の
時

期

の
も

の
は

み
ら

れ
な

い
。
後
拾

遺

集

に
収

め
ら

れ
た
も

の
で

「
日
記

歌
」

に
漏

れ
た

歌

が
あ

れ

ば
問

題

で

あ

る

が
、

そ
う

で
な

い
以

上
、

愈

)
は
後

拾
遺

集

よ
り
補

遺

さ

れ
た
と

す

る
萩

谷
説

に
従

い
得

よ
・%

し

か
し

、
問

題

は

こ
れ

で

は
終
ら

な

い
。

即

ち
、

後
拾
遺

集

採
歌

の
出

所

が

次

の
問
題

と
な

る

が
、
先

の
四

首

の
う

ち

、
続

後
撰
集

収

載
歌

は
現

存

伊
勢

大
輔

集

に

み
え
る

も

の
で
あ

り
、
新

千

載
集

所
収

歌

の

一
も

同
じ

く
伊

勢
大
輔

集

に
、

更

に
続
古

今
集

収
載

歌

は
栄
華

物
語

に
夫

々
見

え
る

も

の
で
あ

る
。

(残
る
今
一
つ
の
新
千
載
集
恋
五

二

五
四
八
〉
所
見
、
「題
し
ら
ず
、
か
き

絶
え
て
人
も
梢
の
歎
こ
そ
果
は
あ
は
で
の
杜
と
な
り
け
れ
」
は
従
来
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
詠
み

一11「



口
が
式
部
の
も
の
と
異
質
で
あ
り
、
式
部
の
作
か
否
か
少
し
く
疑
問
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触

れ
な
い
)
し

か
し

、

(
131

)
だ
け

は
他

の
集

に
所
見

が
な

い
。

式

部

の
作

品

で
勅

撰
集

採
歌

の
材

料

と
な

る
も

の
は

、
物
語

は
外
す

の
が
原

則
な

の
で
、

日
記

と
家
集

以

外

に
は
な

い
と

一
応

考

え

て
よ
か

ろ
う

。

因

み
に
後

拾
遺

集

所

載

の
紫

式

部

の
歌

は
、
家
集

の
み

に
み

え
る
歌

二
首

、

日
記
、

家
集

と
も

に

み
え
る
歌

一
首

で
、

(
131

)
も
同

様

に
家
集

又

は
日
記

か

ら
採
ら

れ
た

可
能
性

が
大

き

い
。

と

こ
ろ
が
前

記

の
如

く
、

日
記

歌

と
す

る
に

は

疑

問

が
あ

る
と
す

れ

ば
、

そ
れ

を
家
集

に
求

め
る

ほ
か
な

い
と
考

え
ら
れ

る
。

そ

こ
で
家
集

中

、
南

波
氏

が

「紫

式

部
集

の
研

究

傲
撰
備
究
編

」

に

挙

げ
ら

れ

る
欠
落

部

分

の
最
小

の
範

囲

で
欠
歌

の
認

め
ら

れ
る

箇
所

を
調

査

す

る
と
、

(
17

)

「
(詞
書
省
く
)
な

に
は

か

た
む
れ

た

る
と
り

の
も

ろ
と

も

に

た
ち

ゐ
る
も

の
と
お

も
は

ま
し

か

は
」

の
答

歌

、
前

述
し

た

(
52

)

の
直
前

の
、

詞
書

「
さ
し

あ

は
せ

て
…

…

」
を

も

つ
歌
、

同
じ

く
前
記

し

た

諺

)

(実
践
本

(78
)
)
の
答
歌

、

愈

)

(実
践
本

(四
)
)
の
贈

歌

の
四

箇
所

が
あ

る

が
、

こ

の
う

ち

7

)

の
答

歌

は
、

肥
前

に
下

っ

た
女

友
達

が
式

部

を
恋

し
く
思

い
、

と
も

に
居

ら
れ
な

い
こ
と

の
無

念

を

消
息

し

た

も

の
に
対

応
す

る

必
要

が
あ

る

が
、

(
……
)
は
そ

れ
を

満

た
さ

ず

、

用
語

上

の
対
応

も
認

め

ら
れ
な

い
の

で
、

と
れ
な

い
。

又
、

(
62
)

(
63
)

に

関

わ

る
贈

答
歌

は

、
夜

が
れ

の

つ
ら
さ
を

訴

え
る
式

部

に
応
ず

る
宣
孝

の

歌

で
な
け

れ

ば
な

ら
な

い
の
で
、

(
131
)
と

は
歌
趣

が

合
わ

な

い
。

そ

こ

で
、

残

る

(
52

)
の
前

に
位

置
す

る

「
さ
し
あ

は

せ

て
物

思

は

し

け

な
り

と
き

く

人
を
、

ひ

と

に

つ
た

へ
て
と

ふ
ら

ひ
け
る

」
と

の
詞
書

の

み
あ

る

「
二

行
分
空
白
)
」

に

(
m

)を

配
す

る

と
、
少

な
く

と
も

歌

趣

の
上

で
矛
盾

は
な

い

(歌
の

「山
桜
」
が
詞
書
に
み
え
な
い
の
は
多
少
疑
問
が
あ
る
)。

本
来

、
(
52

)
の
歌

(前
記
の
よ
う
に
、
実
践
本
(
51
)
(52
)の
問
の
歌
、
長
保
四
年
秋
詠
)

の
直

前

に
「
さ

し
あ

は

せ
て
-
…
…
」
の
詞
書

を
も

っ
て
位

置
し

て

い
た

(
慨
)

が
、

そ

の
段
階

で
後

拾
遺

集

に
採
歌

さ

れ
、
後

、
家

集

か
ら
歌

の
み
欠
落

し

た
と

こ
ろ
を

、
後

入

に
よ

り
家
集

、

日
記

の
漏
歌

と
し

て
、
「
日
記
歌

」

に
含

め

て
後
拾

遺
集

よ
り

補
遺

さ

れ
た

と
み

る

こ
と
は
無

理

で

は
な
さ

そ

う

で
あ

る
。

こ
れ
よ

り

、

(
131

)
は

(
52

)
と
前
後

す

る
長
保

四
年

春
頃

の
詠

で
あ

る

こ
と
、

及

び
、

「
日
記

歌
」

の
後

人
補
遺

は
、
後

拾
遺

集
成

立

(永
承
二

年
～
康
和
元
年
)以

降

と

一
応

推
定

で
き

る

の
で

は
あ

る

ま

い
か
。

も

っ
と
も

こ
の
場
合

、

「さ

し
あ

は

せ
て
…

…

」

の
詞
書

が
何
故

に
後
拾
遺

集

に
採

ら
れ

な

か

っ
た
か

は
問
題

で
あ

る

が
、

こ
れ

に
対

し

て

明
白
な

解
答

を
私

は
持

た
な

い
。

編
者

の
編
纂

の
姿
勢

に
よ

る
も

の
と
考

え

る

こ
と

は
可
能

で
あ

る
が

、

こ
れ
は

後
拾
遺

集

の
詞
書

を

具

に
検

討

し
な

け
れ

ば
何

と
も

言

え

な

い
。

一
応

臆

説

と

い
う

形

で
提

示

し

て
お
き

た

い
。

前

に
現
存

分

の
紫
式

部
集

に
み
ら

れ
る
欠

落
部

分

の
最

小

の
範

囲

で
論

述

す

る
と
前

提

し
た

が
、

更

に
大

幅
な

落
丁

の
可

能
性

が
あ

る

の
で
、
そ

れ
を
含

め

て
考

え
れ

ば
、
問

題

は
違

っ
て
く

る

か
も
し

れ

な

い
。

さ

ら

に

つ

っ
こ
ん

だ
書

誌

的

な
操
作

が

必
要

で
あ

る
が
、

現
段

階

で
は

そ
う

し

た

究

明

の
手

段
を
私

は
も

た
な

い
。

そ

こ

で
最

小
範

囲

の
欠
落

部
分

に
お
け

る
推
定

に

止
ま

っ
た

た
め
、

以
上

の
推

論

は
、
弱

点
を

も

つ
こ
と
を
禁

じ

得

な

い
。

五

以
上
、

一
類
本
の
善
本
実
践
女
子
大
本
を
底
本
と
し
て
、
詠
作
年
代
未

詳
歌
に
つ
い
て
の
推
定
、
及
び
二
類
本
の
陽
明
文
庫
本
に
よ
っ
て
、
そ
れ

に
漏
れ
た
歌
七
首
の
詠
作
年
時
の
推
定
を
日
記
等
に
よ
り
試
み
た
の
で
あ
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る

が
、
最

後

に
紫

式

部
集

の
配
列

を
概

観

し

て
み
た

い
。

微

細
な

箇
所

に

ま

で
言

及
す

る

こ
と
は
、

紙
幅

の
関
係

上

困
難

な

の
で
、

そ
れ

は
後

の
機

会

を
待

つ
と
し

て
、

こ
こ
で
は

巨
視
的

な

概
観

に
止

め
て

、
基
本

的

な
年

代
順

配
列

に
反
す

る
箇
所

を
と

り
あ
げ

て
検
討
す

る
。

二
節

の
表

に
示
す

よ
う

に
、

大
き

く
五

ヶ
所

の
年

代
順
序

の
移
動

が

み
ら
れ

る
が

、
以

下
順

次
触

れ

て

い
く

こ
と
と
す

る
。

先

づ
、
第

一
に

(
3

)
の
歌

で
あ

る
が

、

こ
れ

に

つ
い
て
は
そ

の
項

で

述

べ
た
如
く

、

(
2
)

の

「
虫

の
音
」

の
類
纂

で
あ
り

、

そ

の
た
め

に
寛

弘
四
年

と

お

ぼ
し
き

詠

が

(
1
)
～

(
12

)

の
長

徳
元

年

の
歌
群

に
挿

入

さ
れ

た
も

の

で
あ

ろ
う

。
特

に
錯

簡

と
す

る
必
要

は
な

い
。

第

二

に
、

(
44

)
～

(
47

)
の
四
首

に

つ
い
て
は
、

同
じ

く
そ

の
項

で

述

べ
た

の
で
、

再

び
繰

り

返
す

こ
と
を

避

け
る

が
、
長

保

元
年

二
年

(
姐

)

(
45
)
か

ら
同

四
年

(
48
)

の
年
代

の
流

れ

の
中

に
、
歌
趣

よ
り

み

て
か

な
り
後

の
詠

と
思
わ

れ

る

(
46
)

(
47

)
を
挿

入
し

て
、
歌

絵

に
関

わ
る

(
44
)
～

(
娼
)

の
五
首

を
類
纂

し

た
も

の

で
あ
る
。

第

三

に
、

(
56

〉
以
降

は
原

則

と
し

て
出
仕

以
後

の
詠

が
配

さ
れ

て

い

る

が
、
そ

の
中

に
、

宣
孝

に
関

わ

る
歌

が
三
群

見
出

だ
さ

れ
る
。

こ
れ

に

つ

い
て
、

「
紫

式
部

集

の
復
元

と
そ

の
恋

愛
歌

」

に
お

い
て
今
井

先

生

の

御
指

摘

に
な

っ
た
、

宮
仕

以
前

以
後

の
恋

愛
歌

の
不

均
衡

を
是

正

せ
ん

が

た

め

に
、

年
代

順
配

列
を

超
え

て
宮

仕
以

後

の
位
置

に
配

さ
れ

た

と
す

る

説

に
基
本

的

に
は
従

い
つ
つ
、

そ

の
前
後

歌

と

の
関

わ
り

に
、

少
し

く
関

心

を
抱

か
せ

る
も

の

が
あ

る

の
で
、

そ

れ
に

つ
い
て
述

べ
る
。

そ

の

一
は

、

(
78

)

「
わ
す

る

ゝ
は
」

～

(
85
)

「
み
ね

さ
む

み
」

の

歌

群

で
あ

る
。

(
78

)

(
79
)
は
長

保

二
年
時

の
頻
繁

に
な

っ
た
宣

孝

の

夜

が

れ
を
詰

る
歌

二
首

で
、

そ
れ
以

前

の
寛

弘
五
年

の
記

事

の
連

か
ら

み

て
唐

突
な

感
を

与
え

る

が
、

(
74

)

「
夜

も
す

か
ら

」

(
75

)

「
た

・
な

ら
し

」

及
び

(
76

)

「
を

み
な

へ
し

」

(
77

)

「
し

ら

つ
ゆ

は
」

の
道
長

と

の
戯

れ

の
贈

答

の
連
想

下

に
、

(
78

)

(
79
)

の
夫

の
夜

が
れ

の
難
詰

が
あ

っ
た
と
考

え

ら
れ

る
。

宣

孝
を

介
し

て
、
続

く

(
80
)

～

(
82

)
は

そ

の
宣
孝

と

の
結
婚

を
目

し

た
越
前

か
ら

の
帰
路

(長
徳
三
年
秋
冬
〉
の
詠
、

更

に
そ

の
宣
孝

と

の
結
婚

直
前

に

お
け

る
交
渉

を
歌

っ
た

(
83

)
～
(
85
)

と
続

け

て

お
り
、
錯

簡

で
は
な

く

、
道
長

と

の
遊
戯

的
な

贈
答

の
延

長
線

上

に
夫

を
浮

か

べ
た
式
部

の
連

想
的

、
意

志
的

配
列

で
あ

ろ
う
。

次

に

そ

の

二

と

し

て

、

(
90

)

「
お

り

く

に

」

～

(
98

)
「
こ

・
ろ

ゆ

く

」

の

一
群

が
あ

る

が
、
宣
孝

と

の
結
婚

前

の
交
渉

(
90

)

(
91
)
、
結

婚

以
後

、
夫

の
夜

が
れ

の
繁

し

い
頃

の
詠

(92

)
～

(
94

)
、
そ

の
頃

生

ま

れ

た
賢
子

の
た
め

に
夫

の
夜

が
れ
を
悲

し

む
母

の
情

(
95
)
、
夜

が
れ

を

原
因

と
し

て
病
悩

す

る
式

部

(
96

)
～

(
98

)
と
、
宣

孝

と

の
結

婚

を

中

心

と
し

た

一
つ
の
ス
ト
ー

リ
ー

性
を

も
た

せ

た
配
列

と
な

っ
て

い
る
。

作
者

の
意

図

的
な

配
列

で
あ

ろ
う
。

(
90

)
と
そ

の
前

歌
、

(
98
)

と
そ

の
続
歌

と

に
は

、
前
項

の
よ
う

な

年
代

を
超

え

と
配
列

さ
れ

る

こ
と

の
必

然

性

が
み

ら
れ
ず

、
季

の
推

移
も

ち
ぐ

は
ぐ

で
あ

る

の
は
、

恋
愛

歌

の
分

散

に
急

な

る
が

た
め

の
作
者

の
不

用
意

と
解

さ

れ
る
。

最
後

に
、

(
801

)

「
う

ち
し

の

ひ
」

～

(
m

)

「
夜

こ
め
を
も

」

の

一

連
が
あ

る

が
、

こ
れ

ら
は

い
つ

れ
も
宣
孝

の
夜

が
れ
を

詠

ん
だ
も

の
で
あ

り
、
長

保

二
年

七
月
朔

日

(
801

)

(
㎜

)
、

同
月

七

日

(
m

)

(
Ⅲ

)
、

月

は
定

か

で
な

い
が
、

こ
の
前
後

の
時

の
詠

(
211

)
、

加

え
て

(
m

)

の

こ

の
年

の
秋
頃

の
歌

と
、
季

の
推

移

順

に
配

列

さ
れ
、

夫

の
夜

が
れ
を

嘆

く
妻

の
欝

屈
し

た
独

白

が

こ
の
形
を
呈

し

た
も

の
と
考

え

ら
れ

よ
う

。

こ

こ
に
も
前

項

に
同
じ

く
、

こ
れ

ら
歌

群

の
前

後
歌

と

の
関

わ
り

が
稀
薄

で

ニー3ニ



あ

る
が
、

原
因

は
前

項

と
同
様

で
あ

ろ
う
。

以

上
、

年
代

順
配

列

に
大
き

く
反
す

る

五

ヶ
所

の
歌

群
を

考
察

し

て
き

た

が
、
特
筆

す

べ
き

も

の
に
、

後

の
三
項

の
恋

愛
歌

群
が
あ

る
。

こ
う

し

た
贈
答

の
式
部

の
相

手

は
、

こ
れ
ま

で

の
検

証

の
如

く
、

夫
宣
孝

と
考

え

ら

れ
、

(
78

)
以
前

の
恋

の
相

手
も

、

(
49

)

「
世

と

・
も

に
」
ー

(
51

)

「
た
か
さ

と

の
」

の
夫
死

後
す

ぐ

に
式
部

の
前

に
あ

ら
わ

れ

た
男

(こ
の
男

と
の
そ
の
後
の
進
展
の
な
い
こ
と
は
前
記
し
た
〉

以
外

、
す

べ
て
宣
孝

で
あ

る
が
、

こ
の
よ
う

に
、

対
宣
孝

の
歌
を

全
体

に
分
散

さ

せ
、

そ

の
名
を

伏

せ
る

こ

と

に
よ
り

、
紫

式
部

の
家

の
集

全
体

が
あ

た

か
も

一
つ
の
虚
構

さ

れ
た
恋

物

語

の
態

を

み
せ

て

い
る
。
蓋

し

、
物
語

作
者

式
部

の
面

目
躍

如

と
言

い

得

よ
う

。

家

集

の
編
纂

意

識

に

つ
い
て
は

一
首

一
首

の
細

か

い
検
討

が
為
さ

れ
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
が
、

概
略
す

る

と
、

以
上

の

こ
と
が

一
応
確

認
で
き

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。注

(1
)岡

一
男
氏

「源
氏
物
語

の
基
礎
的
研
究
」

(昭
和
二
十
九
年

一
月
)
、
角
田
文
衛
氏

「紫

式
部
と
そ
の
時
代
」

(昭
和
四
十

一
年
五
月
)
、
今
井
源
衛
先
生

「紫
式
部
」

(昭
和
四

十

一
年
三
月
)

「王
朝
文
学
の
研
究
」

(昭
和
四
十
五
年
十
月
)
、
竹
内
美
千
代
氏

「紫

式
部
集
評
釈
」

(昭
和
四
十
四
年
六
月
)
、
南
波
浩
氏

「紫
式
部
集

の
研
究

校
異
篇
.
伝

本
研
究
篇
」

(昭
和
四
十
七
年
九
月
)
、
清
水
好
子
氏

「
紫
式
部
」

(昭
和
四
十
八
年
四

月
)

(尚
、
以
下
引
用
す
る
諸
氏
の
説
は
、

こ
と
わ
ら
な

い
場
合
右
に
よ
る
)

(2
)家
集
と
源
氏
物
語
と
の
歌
の
類
似
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
今
井
先
生
が

「源
氏
物
語
と

紫
式
部
集
」

(「
王
朝
文
学

の
研
究
」所
収
)
に
お
い
て
詳
細
に
提
示
さ
れ
て
、

「朝
顔
と

夕
顔
ー
宣
孝
関
係
の
紫
式
部
歌
と
源
氏
物
語
1
」
(
「
日
本
文
学
」
昭
和
四
十
八
年
十
学
)

で
鬼
束
隆
昭
氏
に
よ
り
、
そ
れ
の
補
遺
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
本
稿
で
は
、
新
た
な
発
見

の
い
く
つ
か
を
提
出
す
る
。

(
3
)
「紫
式
部
集
の
復
元
と
そ
の
恋
愛
歌
」

(
「王
朝
文
学
の
研
究
」
所
収
)

(
4
)式
部
の
出
生
年
度
に

つ
い
て
、
岡
氏
は
天
延
元
年

(九
七
三
)
説
、
今
井
先
生
は
こ
れ
よ

り
三
年
早
い
天
禄
元
年

(九
七
○
)
説
を
提
示
さ
れ
る
。

(
5
〉初
出
仕
の
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
そ
れ
が
寛
弘
五
年
よ
り
前
の
年
の
十
二
月
二
十

九
日
で
あ

っ
た
こ
と
は
日
記
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
与
謝

野
晶
子
、
萩
谷
朴

(
「紫
式
部
日
記
全
注
釈
」
下
)
、
清
水
好
子
諸
氏
の
寛
弘
三
年
説
、

紫
家
七
論
を
踏
ま
え
た
五
十
嵐
、
池
田
亀
鑑
両
氏
の
寛
弘
二
、
三
年
説
、
足
立
稲
直
氏
の

「紫
式
部
日
記
解
」
を
進
め
た
今
小
路
、
島
津
両
氏
の
寛
弘
四
年
説
、
更
に
岡

一
男
氏
、

今
井
先
生
の
寛
弘
二
年
説
と
、
説
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。
私
は
萩
谷
氏
の
挙
げ
ら
れ
る
寛

弘
二
年
十

】
月
十
五
日
の
内
裏
火
災
を
重
く
み
て
、
翌
寛
弘
三
年
、
新
築
の
内
裏
に
式
部

が
出
仕
し
た
と
み
る
。

(
6
)今
井
源
衛
先
生

「紫
式
部
」

(
7
)
「源
氏
物
語
と
紫
式
部
集
」

(
8
)同

(3
)

(
9
)私
は
玉
葛
系
後
期
挿
入
説
を
と
ら
ず
、
桐
壺
巻
か
ら
順
次
執
筆
さ
れ
た
と
み
る
。

(
10
〉今
井
源
衛
先
生

同

(7
>

(11
V
「伊
勢
大
輔
と
そ
の
周
辺
」

(
「学
苑
」
昭
和
三
十
年

一
月
)

(
12
)消
息
文
に
続
く
「十

一
日
の
暁
…
…
」の
記
事
は
、
金
子
武
雄
氏
「
紫
式
部
日
記
考
」

(「立

教
大
学
日
本
文
学
」
五
号
)
、
池
田
健
夫
氏

「紫
式
部
日
記

「十

一
日
の
暁
…
」
の
記
事

は
寛
弘
五
年
の
こ
と
」

(
「国
文
学
」
昭
和
四
十

一
年
九
月
)
、
萩
谷
朴
氏

(前
著
〉
、

稲
賀
敬
二
氏

「紫
式
部
日
記
逸
文
資
料

「左
衛
門
督
」
の

「
梅
の
花
」

の
歌
ー

日
記
の

成
立
と
性
格
を
め
ぐ
る
臆
説
」

(「国
語
と
国
文
学
」
昭
和
四
十
六
年
四
月
)
等
に
よ
り
、

一14「



従
来
の
寛
弘
六
年
説
が
否
定
さ
れ
、
首
欠
説
と
あ

い
ま

っ
て
、
寛
弘
五
年
五
月
二
十
三
日

説
が
有
力
と

い
え
よ
う
。

(萩
谷
氏
は
五
月
二
十
二
日
、
稲
賀
氏
は
五
月
五
日
説
を
と
ら

れ
る
〉

(
13
〉
「日
記
歌
」
に
つ
い
て
は
、
小
沢
正
夫
氏

の

「紫
式
部
日
記
考
」

(
「
国
語
と
国
文
学
」

昭
和
十

一
年
十

一
月
、
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

「源
氏
物
語
」
二
に
所
収
)
に
お
け
る

「最
初
か
ら
具
本
紫
式
部
集

の
附
録
と
し
て
編
ま
れ
た
と
も
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即

ち
紫
式
部
の
家
の
集
を
編
纂
し
よ
う
と
し
た
後
人
が
、
異
本
式
部
集
と
式
部
日
記
と
を
手

に
し
て
、
異
本
式
部
集
に
漏
れ
て
ゐ
る
日
記
の
歌
を

「集
」
の
巻
尾
に
増
補
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
す
る
説
が
、
そ
の
後
、
池
田
亀
鑑
氏

「紫
式
部
日
記
歌
と
家
集
に
つ

い
て
」

(
「
学
苑
」
五
十
三
号
、
昭
和
二
十
八
年
〉
の
支
持
を
得
て
、
現
在
有
力
と
な
っ

て
い
る
。

(
14
)こ
の
歌
以
外
に
、
寛
弘
五
年
四
月
ー
五
月

の
三
十
講
時
の
詠
五
首
が

「日
記
歌
」
に
あ
り

な
が
ら
、
現
行
日
記
に
は
み
え
な

い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
日
記
首
欠
と
す
る
説
に
従
う
。

受
贈

雑
誌

(昭
和
四
九
年
一
月
ー
六
月
〉

文

化

と
言

語
(札
幌
大
)6
巻

1
/

札
幌
大

学
教

養

部
紀
要

5
/
人

文
論
究

(

(函
館
人
文
学
会
)

34
/

藤
女

子
大

学
国

文
学

雑

誌
15
/

語
学

文
学

(北
海
道

教
育
大
)
12
/

国

語
国

文
学

研
究

(北
海
道
大
)51

/

学

園
論

集

(北
海
学
園
大
)24

/

国
学

研
究

(東
北
大
)13
/
文

化

(東
北
大
)37
券

4
/

文

芸
研
究

(東
北
大
)75
/

文

経
論

叢

(弘
前
大
)

9
巻

1
/

日
本
文

学

ノ
ー

ト

(官
城
学
院
女
子
大
)

9

/
宮

城
教
育

大
学

国
語

国
文

5
/

国
語

と
国

文
学

(東
京
大
)51
巻

1
～

7
/

実

践
国

文
学

5
/

論
究

日
本
文
学

(立
命
館
大
)37
/

立
命

館
文

学

謝
～

蹴
/

学

芸
国

語
国

文
学
(東
京
学
芸
大
)
9
/
国

語
国

文

学
会

誌
(学
習
院
大
)
17
/

学

習

院
大

学
文

学
部

研
究

年
報

20
/

東
京

女
子

大

学

日
本

文

学

40

41
/

人
文

学

報

(都
立
大
)
96
/
日
本
文

学
研

究
(大
東
文
化
大
)
13
/

清

泉
女

子
大

学
紀
要

21

/

言
語

文

化

二
橋
大
)10
/

一
橋

論
叢

70
巻

5

～
71
巻

5
/
国

文

学
研
究

(

早
稲
田
大
)
52

53

/
文

芸

と
批
評

(同
人
会
)4
巻

2
/
並

人

の
里
(同
会
)
9
/

演

劇

学

(早
稲
田
大
)
15
/
国

学

院
雑
誌

74
巻

11
～

75
巻

3
/
国
学

院
大

学

日
本

文

化

研
究
所

紀

要

33
/
国

学
院
大

学

紀
要

12
/

国
学

院
大

学
文

学
研
究

科

論

集

1
/

語
文

(日
本
大
学
)
39
/

研
究

紀
要

(日
大
人
文
科
学
研
究
所
)
16
/

上
智

大

学

国
文

学
論

集

7
/
国

語
国

文
論

集
(安
田
女
子
大
)
3

4
/
駒

沢
国

文
10

11
/

文
芸

論
叢

(立
正
女
子
短
大
)

10
/

国
文

白
百

合

5
/
成
瞑

大

学
文

学
部

紀
要

9
/

国
文

(お
茶
の
水
女
子
大
)
40
/

文

芸
研
究

(明
治
大
)
30
31
/

人
文

科
学

研
究
所

年

報

(明
治
大
)14
/

紀
要

(中
央
大
文
学
部
33
/

人
文
研

究

(神
奈
川
大
)
55

～

57
/
横

浜
市

立
大

論
叢

24
巻

1
～

3
/
東

横
国

文
学

(東
横
学
園
女
子
短
大
)
6
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